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社会福祉法人　路交館 理事長

「新年のご挨拶、26年も共に歩んでいきましょう」

尾 﨏 健 二

新年あけましておめでとうございます。
2025 年の世界情勢は非常に厳しく、ロシア

とウクライナの戦争は未だ終結の目途が見えず、
イスラエルのパレスチナ自治区への侵攻は停戦
合意に至ったとはいえ決して楽観できる状況で
はありません。いつの時代であっても戦争や災
害、様々な困難の中で被害のしわ寄せの向かう
先は子どもたちや障がい者といった、弱い立場
にある人たちです。ウクライナにも、ガザ地域
にも多くの子どもたち、障がい者がいるはずで
す。彼らのおかれている状況を想像すると胸が
痛みます。

痛みを感じながらも、私たちは自分たちので
きることを続けて行かなければなりません。路
交館は目の前にいる子どもたち、子育てを頑張っ
ている家族の方々、支援を必要としている人た
ちのために歩みを止めるわけにはいきません。

昨年 11 月、守口市において新たに開所した
「うぃずらふ」で開所式が行われました。利用者、

ご家族、来賓としての路交館の拠点長が招かれ
て行われた式典で、私も法人代表として挨拶を
させていただきました。私と、来賓代表と、うぃ
ずらふの管理者として就任する職員と順次思い
を語っていく中で、偶然にも同じことを話した
のです。それは「地域とつながっていけるうぃ
ずらふを目指そう」ということです。

障がい福祉だけでなく、現在の福祉サービス
は基本的に個人が利用し、個人に提供されると
いう形になっていますが、私たちの目指すもの
は人と人とがつながって、誰もがそこにいてい
い、誰もが自分らしく生きることのできる地域
社会をつくっていくことです。私たちの活動は
小さなものかもしれませんが、つながり続ける
ことで大きな力になり、より良い未来を築いて
いく力となっていくと信じてます。

路交館に連なる皆さん、2026 年も共に信じ、
共に歩んでいきましょう。今年もよろしくお願
いします。
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11/8 ㈯　「みんなでわっしょい」「秋フェス」二か所での地域祭りに参加しました。それぞれボー

リングとわたがしの販売を行い大きな達成感を得られたようでした。ボーリングでは、ピンの種類か

らメンバー同士で相談したり看板を作ったりと事前準備からかなり頑張ったことも功を奏してか？当

日は長蛇の列ができていたとの事でした。メンバーからは「疲れた」・「大変だった」「お客さんいっ

ぱいだった」などの感想がありましたが「また参加したい」という含みのあるようなものだった気が

します。

一方、わたがし組に関しては、事前準備がほとんどなくぶっつけ本番で当日に臨む形となりました。

初動は、職員含めて上手くできませんでしたが回数を重ねるごとに上達が感じれてとても楽しくでき

ました。メンバーは「長かったから足が痛かった」「楽しかった」等とボーリング同様で達成感や満

足感を感じるコメントが多かったのでいいイベントになったなあと感じました。

文責：支援員　折田　想塔

11/8 ㈯に豊新にある多幸公園にてみんなで和っしょいが開催されました。

ウィリッシュからはすみっコ・ガウチームが 1 円玉おとしのゲーム担当として参加しました。事前

に看板を作ったり、店番の練習をしたり準備をしてきました。

練習のようにはできなかったこともありましたが、たくさんのお客さんで賑わっていてゲームを楽

しんでもらえました。メンバーさん、職員ともに頑張ったね！を共有できた一日となりました。

文責：生活介護　江口めぐみ

1日のうちに2つの祭で出店を成功させました

～多幸公園まつり・みんなで和っしょい～

♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡
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東淀川区子ども・子育てプラザは、子育て活動支援事業として地域（18 か所）で子育てサロンを

運営している「子育てサロン連絡会」の事務局をしています。今年は東淀川区創設 100 周年を迎え

る節目に辺り、参加出店しました。

当日は沢山の親子がブースに訪れ個性的な「おさんぽ風船」を親子やスタッフと作り大盛況に終わ

る事ができました。

改めて、地域の方たちの温かさに触れ、支えられているなと感じる機会になったと同時に、この活動、

つながりを今後も絶やさないよう広げていく事が必要だと感じます。

来年（2026 年度）には、子育て応援イベント「みのりちゃんフェスタ」を 6 月 27 日㈯に開催す

る予定です。お楽しみに…

文責：拠点長　岩下　真由美

10 月 31 日㈮に夜間保育を利用している子ども達で、園内でハロウィンを行いましたよ！お菓子を

見つけに園内を探検に行きました☆今年も小学生が大活躍☆小さい子と一緒に手を繋いだり優しい言

葉を掛けたりしながら移動してくれました！夜ならではの特別な雰囲気の中、いつも一緒に過ごして

いるお友だちとハロウィンを楽しんでいた子ども達。この日のために、お家からかわいい衣装を持っ

てきている子もいました♪園内を探検し、お菓子を見つけると「あったなー！」と嬉しそうな表情を

見せてくれた子ども達の姿がありましたよ！お菓子はお部屋に戻って、小学生のお兄ちゃん・お姉ちゃ

んたちが分けてくれましたよ♪

文責：保育教諭　戸田　夕寿姫

区民まつり（地域子育てサロン連絡会）に出店しました。

☆おうち保育（夜間保育）、ハロウィンを行いました☆

♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡
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10 月 29 日㈬～ 11 月８日㈯の期間で日韓保育交流が行われました。
子どもたちは、事前に韓国の挨拶を練習して心待ちにしていました。当日の歓迎会ではいつもと違

う雰囲気にドキドキする子どもたちでしたが「アニョハセヨー！」と元気に挨拶して韓国の研修生に
喜んでもらえました。りすぐみ ( １歳児 ) の子どもたちは最初は少し様子を見ていましたが、慣れて
くると先生の名前を呼んだり「トントンしてほしい」と伝えたり、自ら膝に座って甘える姿もありま
した。他にもたてわり ( ３・４・５歳児 ) の園外保育にも一緒に行き、バスの中で韓国の手遊びを教
えてもらい、子どもたちにとって言葉が通じない中でも関わりを楽しむことができる素敵な体験がで
きました。 文責：保育教諭　吉髙　真帆

10 月 30 日㈭～ 11 月７日㈮の期間、チャンドンジンさんが来てくれ
ることになり、事前に子どもたちへ「韓国から先生がくるんだよ」と話
をすると、会う日を心待ちにする姿がありました。そして迎えた当日。
その日は遠足の日で、ドンジンさんにも参加してもらいました。朝、す
みれ組の子どもたちに「韓国から来てくれたドンジンさんだよ」と紹介をすると、少し緊張した表情
を見せていた子どもたちでしたが、一緒に電車に乗ったり、公園でおもいっきり体を動かして遊ぶう
ちに緊張もほぐれ、すぐに「ドンジンく～ん！」と仲良くなっていました。また、ドンジンさんは日
本語がとても上手だったこともあり、子どもたちと日本語で関わる時間が多く、最終日に韓国語で絵
本を読んでもらうと、子どもたちは、韓国から来た先生と言うことをすっかりと忘れ「わぁ～ドンジ
ンくん韓国語上手だね」と不思議そうに見つめていました。お別れの日は「嫌や…」と寂しそうにす
る姿も見られましたが、子どもたちにとってたくさんの思い出や貴重な経験が出来きました。

文責：保育教諭　首藤杏里

～日韓保育交流～

日韓保育交流！3.4.5 歳児たてわりクラスに韓国の先生
チャンドンジンさんがきてくれました！

♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡
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